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第二部　労働運動

II　主要な労働組合の大会

３　中立労連、新産別、ＩＭＦ・ＪＣの大会

1　中立労連第五回定期大会

　中立労働組合連絡協議会（中立労連）第五回定期大会は、七八年九月一二日東京芝・東京グラ

ンドホテルにおいて開催された。市川副議長の開会の辞をもってはじまり、加盟一〇単産からの有

資格代議員九八名中七一名の出席をもって大会の成立が宣言され、議長団に三枝満慈郎（全建総

連）、加藤亮三（全窯連）両氏を選出して、竪山議長があいさつにたった。

　同議長はそのあいさつのなかで、新産別、純中立組合との「ゆるやかな連合」の結成は当初の七

八年一〇月予定を七九年三月に延期し、当面は一〇月結成準備委員会を発足させることを明らか

にし、「減税をふくむ補正予算と来年度予算に関する限定共闘として労働四団体共闘の修復を強く

求めたい」とよびかけた。また活発化していた労働戦線統一論議にかんしては、(1)総評の主体性の

確立を強調した新方針は、総評の孤立化をまねくことを懸念する、(2)天池同盟会長の提案は総評を

除外しており、総評民間組合には説得性がない、(3)ゼンセン同盟の唱える労働組合主義は政治闘

争にたいする経済主義的運動という意味ならば異論が出てくる点を指摘して、中立労連としては将

来の官公労、民間労組の全的統一をめざしつつ、当面は民間労組の結集を先行するという基本的

な考え方にたって、労働四団体共闘の修復や民間労組の共闘拡大に努力するとの方針を示した。

　つづいて、槇技総評議長、前川同盟書記長、富田新産別書記長がそれぞれ来賓としてあいさつし

たが、槇枝議長はその席で「総評の独自闘争強化」の方針は労働団体間の共闘を否定するもので

はないことを強調したうえ、「共闘というと抵抗感があるならば、まずお互いの春闘構想をもちよっ

て、意見を交換する春闘連絡会議のようなものをもちうるのではないか」とトップ会談を提唱した。こ

れにたいし富田新産別書記長も「労働四団体共闘の再開にただちに結びつくものではないが、将来

の足掛りになるものだ」と賛意を示し、また共闘修復に反対してきた同盟の前川書記長も「労働戦線

の統一を追求する意識を忘れ去ってはならない」と労働団体間の共闘推進にやや前向きな姿勢を

示した。このあと大会は、多賀谷社会党書記長、矢野公明党書記長、塚本民社党書記長、金子共

産党書記局次長ら各政党代表の来賓あいさつ、地方中連代表のあいさつをうけて午前中の日程を

おえた。

　午後に提案された一九七八年度運動方針案は、大会冒頭竪山議長によって明らかにされた新産

別、純中立組合との「ゆるやか連合」結成の目途を七九年三月までとしたほか、中連内組合間の協

力と事務局体制の強化、財政充実など「ナショナルセンターとしての機能強化」をはかるとともに、重

点地域を定めて地方中連の結成を積極的に促進し、地方の公的な審議会などでの労働者側委員

の選出体制づくりを強めることを骨子としている。なお、「ゆるやか連合」結成の目途にかんしては、

中連、新産別間の話しあいで、新産別は一○月見切り発車の意向であったが、中連側は純中立が
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加わることで「ゆるやか連合」の重みが増すとの立場から、純中立組合への加盟努力をさらにつづ

けることを主張し、結局七九年三月までに正式発足ということで合意に達したものである。

　大会は、岡村事務局長提案による同方針案を原案どおり決定したあと、「有事立法に反対する特

別決議」を採択、また、竪山議長、岡村事務局長の再選をふくむ新役員を選出し、大会宣言、スロー

ガンを発表して閉会した。
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